
奄美市世界⾃然遺産プラットフォーム

世界⾃然遺産を⽬的とした来訪者の
満⾜度向上について

2024年度 第1回公⺠連携会議

提⾔のためのワークショップ

2024年8⽉6⽇(⽕)
於︓奄美市役所名瀬総合⽀所８階委員会室

⿅児島⼤学法⽂学部
⾺場 武

1

世界⾃然遺産が「⼀番の楽しみ」な来訪者の満⾜度

出所︓参考資料２「令和４年度交流⼈⼝動態調査データまとめ（令和4年4⽉〜令和5年3⽉） 」のローデータより筆者作成

⼤変満⾜

38%

満⾜

43%

やや満⾜

16%

N＝７２２
• ⾮常に⾼い満⾜度

– ７件法
– 約９７％の回答者が満⾜している
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世界⾃然遺産が「⼀番の楽しみ」な来訪者の再訪意向

出所︓参考資料２「令和４年度交流⼈⼝動態調査データまとめ（令和4年4⽉〜令和5年3⽉） 」のローデータより筆者作成

• ⾮常に⾼い再訪意向
– ７件法
– 約９６％の回答者が今後も⽢みを訪
れたいと考えている

⑤ 少し訪れたい

11%

⑥ 訪れたい

35%

⑦ ぜひ訪れたい

50%

N＝７２２
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世界⾃然遺産が「⼀番の楽しみ」な来訪者の推奨意向

出所︓参考資料２「令和４年度交流⼈⼝動態調査データまとめ（令和4年4⽉〜令和5年3⽉） 」のローデータより筆者作成

• ⾮常に⾼い推奨意向
– ７件法
– 約９８％の回答者が奄美への旅⾏等
を他の⼈にも勧めたいと考えている

⑤ 少しなら勧
めたい
10%

⑥ 勧めたい

38%

⑦ ぜひ勧めたい

50%

N＝７２２
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初めて
79%

２回⽬
11%

３回⽬
4%

４回⽬
2%

５回⽬
1%

６回以上
3% N＝７２２

世界⾃然遺産が「⼀番の楽しみ」な来訪者の来訪経験

出所︓参考資料２「令和４年度交流⼈⼝動態調査データまとめ（令和4年4⽉〜令和5年3⽉） 」のローデータより筆者作成

• 新規来訪者が多い
– 約７９％の回答者が新規来訪者
– 全体の新規来訪者は約６４％
– 世界⾃然遺産が初回来訪のトリガー
になっている可能性
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世界⾃然遺産が「⼀番の楽しみ」な来訪者の来訪経験別満⾜度

出所︓参考資料２「令和４年度交流⼈⼝動態調査データまとめ（令和4年4⽉〜令和5年3⽉） 」のローデータより筆者作成

• リピーターの満⾜度も⾮常に⾼い
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38%

10%

43%

15%

15%

16%

10%

38%

16%

1%

4%

5%

1%

初めて

２回⽬

３回⽬

４回⽬

５回⽬

６回以上

世界⾃然遺産全体

⼤変満⾜ 満⾜ やや満⾜ どちらでもない やや不満 不満 ⼤変不満 無回答
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47%

64%

48%

70%

63%
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38%

24%
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5%
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初めて

２回⽬

３回⽬

４回⽬

５回⽬

６回以上

世界⾃然遺産全体

⑦ ぜひ訪れたい ⑥ 訪れたい ⑤ 少し訪れたい ④ どちらでもない
③ あまり訪れたくな ②訪れたくない ① 次は来ない 無回答

世界⾃然遺産が「⼀番の楽しみ」な来訪者の来訪経験別再訪意向

出所︓参考資料２「令和４年度交流⼈⼝動態調査データまとめ（令和4年4⽉〜令和5年3⽉） 」のローデータより筆者作成

• リピーターの再訪意向も⾮常に⾼い
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1%

1%

初めて

２回⽬

３回⽬

４回⽬

５回⽬

６回以上

世界⾃然遺産全体

⑦ ぜひ勧めたい ⑥ 勧めたい ⑤ 少しなら勧めたい ④ どちらでもない
③ あまり勧めたくない ② 勧めたくない ① 勧めない 無回答

世界⾃然遺産が「⼀番の楽しみ」な来訪者の来訪経験別推奨意向

出所︓参考資料２「令和４年度交流⼈⼝動態調査データまとめ（令和4年4⽉〜令和5年3⽉） 」のローデータより筆者作成

• リピーターの推奨意向も⾮常に⾼い
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来訪者のステータスと満⾜度・ロイヤルティ（再訪意向・推奨意向）

顧客潜在顧客

ロイヤル
カスタマー

顧客離反

顧客拡⼤
（市場拡⼤）

顧客維持

• ⾼満⾜度︓既存顧客の維持
• ⾼顧客ロイヤルティ（愛着や関与・継続利⽤）︓ロイヤルカスタマー化

– 参考）顧客エンゲージメント︓顧客の貢献⾏動（クチコミや新規顧客紹介など）
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ワークショップのフレームワーク｜ありたい姿（私もあなたも幸福な状態）
を実現するための問題解決思考

現状

ありたい姿

①ありたい姿（理想）を明確にする⇄現状把握のための分析をする
②ありたい姿と現状とのギャップを分析して解くべき問題を発⾒
③その問題の根本原因を特定
④根本原因を解消して、現状からありたい姿に進むための解決策を創り出す

ギャップ

問題の発⾒
根本原因の特定

解決策の創造

10



ありたい姿の共有｜誰もが訪れたくなる島、いつまでも暮らしたい島

出所︓参考資料「奄美中⻑期観光戦略2022年ー2026年第２次」，⼀般社団法⼈あまみ⼤島観光物産連盟，p.5。11

WSのアウトプット
現状と将来像のギャップ分析・問題発⾒

解決策→提⾔
霧島の芸術⽂化の現状

霧島の芸術⽂化の現状

霧島の芸術⽂化の現状

現在の世界⾃然遺産の来訪者の
満⾜度に影響を与える要因

霧島の芸術⽂化の現状

いつまでも暮らしたい島は、
こうでありたい

霧島の芸術⽂化の現状

世界⾃然遺産を⽬的とした来訪者が
訪れたくなる島は、こうでありたい

・ありたい姿と現状を⾏き来し
てみてください。どんなギャッ
プがありますか︖
・そのギャップから、「解くべ
き問題」は何なのかチームで議
論してカードを出します
・その問題の根本的な原因はど
こにあるのでしょうか︖

• その根本的な原因を解消する解決
策を考えます

• ここで提⽰する解決策は、公⺠が
⼀体となって【公として】やるべ
き政策や施策、事業などです→提
⾔化

現状 ありたい姿の共有

メンバーの⽅それぞれのご認識をご
発⾔いただき、共通点や違いに注⽬
して付箋をまとめてください

メンバーの⽅それぞれのご認識をご
発⾔いただき、共通点や違いに注⽬
して付箋をまとめてください

現在の世界⾃然遺産の来訪者の
再訪意向に影響を与える要因

現在の世界⾃然遺産の来訪者の
推奨意向に影響を与える要因

「問題や課題」ではなく、現状を
「フラット」に表現します。

世界⾃然遺産の来訪者が満⾜を感じ
ている点や経験は︖

「問題や課題」ではなく、現状を
「フラット」に表現します。

世界⾃然遺産の来訪者がまた訪れた
いと思っている点や経験は︖

「問題や課題」ではなく、現状を
「フラット」に表現します。

世界⾃然遺産の来訪者が⼈に勧めた
いと思っている点や経験は︖
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